「2023.8　地質学会北海道支部神居古潭巡検」開催のご案内

						一般社団法人　日本地質学会
						　主催：地質学会北海道支部

　標記地質巡検を下記の予定で開催します．本巡検は2018年9月に地震のために中止となった地質学会札幌大会の巡検（Eコース，竹下ほか, 2018, 地質雑，doi: 10.5575/geosoc.2018.0041）を，この度北海道支部巡検として実施するものです．ただし，道外の方の参加も可としています．基本的に当初計画された巡検（Eコース）の見学地点で露頭観察を行いますが，下記のように見学地点を一部変更します．なお，参加希望人数が下記の最少携行人数に満たない場合は中止となりますのであらかじめご了解ください．

１．日時：2023 年8 月18 日（金）北海道大学総合博物館前7時45分集合，8時発
　　　    　　　　8 月19 日（土）新千歳空港17 時着，北海道大学18時頃着，解散

２．見学コース（見学地点は竹下ほか, 2018を参照）：
[1日目]　見どころ，蛇紋岩メランジュ中のテクトニックブロック
幌加内峠（Stop 2, 3）―江丹別峠(Stop 4)―鷹泊大ヌップ川（追加の見学地点，Takeshita et al., 2023, JMG, DOI: 10.1111/jmg.12718参照）―深川（泊，イルム館を予定）．なお，下幌加内ダム（Stop 1）には今回行きません．
1/25,000地形図：　沼牛，江丹別，鷹泊

[2日目] 見どころ，神居古潭変成岩上昇時の重複変成作用
神居古潭峡谷（Stop 5）―班渓幌内川（Stop 7, 8）―新千歳空港―北海道大学．今回は，神居第４線川（Stop 6）および西富良野町（Stop 9）には行きません．一方，Stop 5では竹下ほか（2018）のFig. 11の露頭A, Bの両方を観察します．
1/25,000地形図：　神居古潭，石狩新城，神楽岳

３．募集人員：案内者（3名，下記）を除く最少携行人数7名．最大携行人数10名.　申し込みは，人数が最大携行人数に達し次第締め切ります．なお，参加希望者が最大携行人数を上回った場合は，地質学会会員を優先します．

４．案内者：　竹下　徹（北海道大学博物館資料部）
	　　　平島崇男（京都大学）
　　　　　　　辛ウォンジ（国立アイヌ民族博物館）
　　　　　　　マリ　ピトン（北海道大学理学研究院）

５．参加費： 
　　　　正会員（一般会員・シニア会員）30,000 円
        非会員 35,000 円（開催日までに入会手続きされる方は，会員価格で可）
　　　　正会員（学生会員） 18,000 円（下記の注を参照）
      　非会員（学生・院生） 18,000 円（開催日までに入会手続きされる方は，下記の地質学会からの補助を受けることが出来ます）
（現地での宿泊費（１泊２食付き），現地移動バス代，団体旅行保険料を含みます．集合地の北海道大学までの旅費交通費，１日目および２日目の昼食はご自身でご負担ください）．

注：今回は学生・院生に巡検参加を勧めるため，学生・院生の参加費をかなり割安にしています．また，上記で学生・院生の参加費は会員と非会員で参加費が同額になっていますが，地質学会学生会員（今年度申請済みの方）は日本地質学会若手育成事業費から巡検参加費の補助を受けることが出来，参加費は上記の半額となります．さらに，この参加費は最少携行人数に基づき算出しており，実際の参加費はこれより安くなる可能性があります．

６．CPD参加証明書：
　本巡検参加者のうち，CPD取得希望者にはCPD参加証明書を発行します．取得できるCPD単位は12単位を予定しています．参加申込時に取得希望の旨を記してください．

７．参加申込：参加希望者は，メールにて下記内容を記入の上，竹下　徹（torutake@sci.hokudai.ac.jp）までお申し込み下さい． 
申込記載項目
①氏名（ふりがな）
②会員・非会員の種別
③勤務先（学生・院生は大学名と学年）
④連絡先（携帯電話番号，メールアドレス）
⑤CPD単位取得希望の有無
申込期間：2023 年5月15 日（月）～2023 年7 月20 日（木）
なお，定員に達し次第，申込期間中であっても募集を終えます．

以上
